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この「よこて社協だより」は、社協会費を活用しています

みんなの居場所「ふらっとカフェ」の様子
※みんなの活動ひろば（５Ｐ）に記事等を記載しています。



横手市社協の取り組み方針
　地域住民やあらゆる社会資源との協働により「みんなが主役！みんなでつくる 
ひとにやさしいまち横手」の実現をめざし活動に取り組んで参ります。

令和３年度

２社協だより３ 社協だより

科　　　目 予 算 額
人件費支出 1,372,605
事業費支出 317,326
事務費支出 79,035
売店事業支出 17,116
利用者負担軽減額 106
貸付事業支出 200
分担金支出 114
助成金支出 8,998
負担金支出 1,721
施設整備等による支出 32,161
その他の活動による支出 70,982

合　　　計 1,870,893

支　　　出
（単位：千円）

科　　　目 予 算 額
会費収入（社協会費） 17,310
寄附金収入 1,500
経常経費補助金収入 11,865
受託金収入 162,828
貸付事業収入 200
事業収入 1,514
介護保険事業収入 1,589,814
老人福祉事業収入 19,944
障害福祉サービス等事業収入 23,565
売店事業収入 21,212
受取利息配当金収入 2
その他の収入 3,853
その他の活動による収入 17,286
前期末支払資金残高 29,471

合　　　計 1,870,893

収　　　入
（単位：千円）

※共同募金配分金収入は経常経費補助
金収入に含まれます。（7,739千円）

詳しい事業計画並びに予算は
本会のホームページに掲載し
ております。
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介護保険 事業

◆開設日時：月～金（年末年始・祝日除く）
　　　　　　午前８時30分～午後５時
◆場　　所：横手市役所本庁舎１階 ９番窓口
◆電　　話：0182－32－6101
◆メ ー ル：yokote-ksd@grace.ocn.ne.jp
◆ホームページ：http://www.yokote-shakyo.jp/

横手市
自立相談支援窓口

令和３年度
当初予算

　横手市役所本庁舎１階
に開設している横手市く
らしの相談窓口は、今年
度より「横手市自立相談
支援窓口」に名称が変更
になりました。
　家計の管理が難しい、
なかなか仕事が見つから
ない、家族がひきこもっ
ている、食べるものがな
いなど、様々な困りごと
や悩みに寄り添い一緒に
解決方法を考えます。窓
口への来所が難しい場合
は家庭に訪問しますので
お気軽にご連絡ください。
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４社協だより

末野いきいきサロン
長寿祝いの会

3.16火 /大森・末野集会所

ひな祭り
春の訪れ感じる
３月 /平 寿 苑

ふらっとカフェ
みんなの「つどいの場」
4.19月 /Ｙ２ぷらざ

ひろばみんなの活動

　感染症の影響で例年の半分ほどの開催と
なってしまいましたが、令和２年度の締め
くくりとして、みんなで長寿の方々をお祝
いしました。長寿の秘訣を尋ねるなど和や
かなひと時を過ごしました。

　季節の変化を感じていただこうと、ちら
し寿司などの昼食やお茶会でひな祭り行事
を行いました。また、ひな人形と一緒に写
真撮影も行い、皆さん素敵な笑顔を見せて
くださいました。

　傾聴ボランティアやアロマハンドマッ
サージボランティアなどが主体となり、今
年度１回目のふらっとカフェが開催されま
した。毎回参加されている方や初めての方
など10名が来場され、参加者同士またお
目当てのボランティアと一緒に近況報告や
悩みごとなどを語り合いました。

５ 社協だより

取り組んでみませんか？
にネットワーク活動

　生活環境の変化や人口減少、少子高齢化などにより、以前は当たり前だった地域の
相互扶助などの支えあい機能が脆弱となっています。また地域や個人が抱える課題が
複雑化・複合化し、公的支援だけでは隅々まで支えることが困難となっています。
　みんなが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域内の支えあい機能
を強くしていくために、ネットワーク活動に取り組んでみませんか。

あなたの地域でも

ステップ❶

ステップ❸

ステップ❷
話しあった情報を地図に記入
して「見える化」してみる。

　　　町内会役員や民生委員、福祉
協力員等と地域の情報（課題や要援
護者、防災など）について話しあう。

　　　共有した情報を基に、支え
あいの活動（見守り・声掛け訪問、
避難訓練など）を実施してみる。

　横手市社会福祉協議会ではネットワーク活動のお手伝いをさせていただきます。関心がある、また実施
について検討されておりましたら、本会地域福祉課または最寄りの福祉センターまでご連絡ください。

次々ステッ
プアップ

集いの場開催、ゴミ出しや
買い物などの
生活支援…

本会への寄付金の一部を使わせていただきました
大森病院へ地元飲食店より心のこもったお弁当をお届け 大森病院売店

　２月６日・７日に、新型コロ

ナウイルス対応に奮闘されて

いた大森病院職員への労いと

感染症の終息、また一日も早

く以前のような生活ができる

ことを願い、大森地域の食品

衛生協会の有志と連携し、自

慢の料理を詰め合わせた特製

弁当を作りお届けしました。

　感染症対策のため、本会で運

営している大森病院の売店にア

クリル板を購入しました。

▲

今後の開催予定 ▲

◆日時：５月17日（月）、６月21日（月）
　　　　　※いずれも午前10時～正午
◆会場：Ｙ２ぷらざ １階 オープンスペース

　ふらっとカフェではつどいの場を広げることなどを目的に、

地域の要望に応じて出張開催します。

　つどいの場の立ち上げを検討している、また関心がありまし

たら是非ご連絡ください。（本部地域福祉課 ☎36－5377）

出張型
ふらっとカフェの

開催

雪国の 絆に感謝 除雪道 ペンネーム ありすちゃん さん／横手曾孫との 絆深める 貼り薬 鈴木　友枝 さん／大森

ご協力飲食店（順不同）：大森飯店様、貞好様、大金様、うれしの様、千代様



　目が不自由な方などのため
に市報などの音訳活動を一緒
に行ってくれる方を募集して
います。興味のある方は是非
ご連絡ください。
◆問い合わせ先／赤穂加代子
　☎0182－32－9798

　寄りあいの場の運営や参加
のほか、外出時の同行など
ちょっとしたお手伝いをして
くれるサポーターを募集して
います。
　寄りあいは、皆様の生きが
い、仲間、元気づくりの場で
す。今できることをできる時
間に、あなたの優しさ、お互
い様の心を誰かに届けてみま
せんか？
　興味のある方や内容を詳し
く知りたい方は是非お気軽に
ご連絡ください。
◆問い合わせ／菊地恵子
　☎070－5324－6052

　若い方（10～40歳代）の
社会参加のきっかけづくりな
どを目的とした居場所を開設
しています。
◆開催日／６月１日（火）、７
月６日（火）
◆時間／午後２時～午後４時
◆会場／サンサン横手
◆問い合わせ／まることびおら
　☎0187－66－1106
※保護者からの相談も受け付
けています。

　大雄地域の子どもから高齢
者まで誰でも気軽に集える居
場所を開催しています。申込
は不要ですので、都合のつく
時間に自由にお越しください。

◆日時／毎週、水・金の午前
９時～午後４時　※お盆及
び年末年始、祝日は休み
◆会場／大雄地域福祉セン
ター和室等

◆内容／語りあいや趣味活動、
　交流など
◆参加費／無料（活動など必
要に応じて自己負担有）
◆問い合わせ／大雄福祉セン
　ター ☎0182－52－3311

　大規模災害が発生した際に
ボランティア活動を円滑に行
い早期復旧につなげることな
どを目的に、災害ボランティ
アとして事前に登録していた
だける個人や団体等を募集し
ています。
◆登録条件／横手市内に在住、
　在学、勤務している個人、
または団体、企業など

　生活困窮世帯などに食品を
お届けするフードドライブ事
業を実施しています。消費期
限が一か月以上先で常温保存
できる食品がご自宅にありま
したら、横手市社協本部また
は最寄りの福祉センターまで
お寄せください。

　様々な理由で学校や塾など
に行くことができないけれど
も、将来に向けて自主的に勉
強したい児童生徒を対象に、
授業や勉強でわからなかった
ところを質問形式のマンツー
マンで教えてくれます。
◆対象者／小学校１年生から
高校３年生まで
◆参加費／無料
◆その他／事前申込が必要
※日時や会場などは申込みの
際にお知らせします。

ふくし掲示板善意
令和３年１月１日～令和３年３月31日受付分ありがとうございました

寄付金や物品などをお寄せいただいた皆様、ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹介しています。
また、寄付金額や物品名は、承諾をいただいた方のみ掲載しています。※順不同

災害ボランティア
事前登録者の募集

テーマ「見守り」
【応募方法】
作品、氏名（ペンネーム可）、
連絡先（電話番号やメール
アドレスなど）を記入して、
ＦＡＸやハガキ、e-mailで
ご応募ください。

※前号応募作品（テーマ：絆）の
中から数点を４頁以降の頁下に
掲載しています。

【応募先】
横手市社会福祉協議会

ふくし川柳 係
〒013－0072 横手市卸町5－10
ＦＡＸ：0182－36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp

【締切日】
令和３年６月15日（火）

ふくし川柳の募集

問合せ先がない掲示やふくし掲示板全般に関する問い合わせは
本部地域福祉課まで（☎0182－36－5377）

６社協だより７ 社協だより

無料法律相談所のお知らせ　　　　　　５～７月

【予約先：十文字福祉センター ☎42－5858】
※３日前までに要予約。一人30分まで　※司法書士が相談に応じます

▲

５月28日（金）10：00～12：00　雄物川保健センター▲

６月２日（水）13：00～15：00　Ｙ２ぷらざ▲

６月16日（水）10：00～12：00　大森コミュニティセンター▲

７月７日（水）13：00～15：00　Ｙ２ぷらざ▲

７月21日（水）10：00～12：00　十文字町健康福祉センター

会場変更や電話相談になる可能性があります。

フードドライブへの
ご協力をお願いします

学びや横手（無料学習支援）の
生徒募集

朗読ボランティア
「まんさくの会」会員募集

ふれ愛塾サポーター募集

びおら横手

大雄つどいの場
　　  「みんなのカフェ」

◆泉谷　好子様（十文字・梨木）
〈50,000円〉

◆㈱夢グループ
　 代表取締役　石田　重廣様

〈2,870円〉
◆本門佛立宗 応護寺
　　　　　　女性の会様

〈10,000円〉
◆梨木婦人会様　〈44,464円〉
◆柏原　欣治様（雄物川・下谷地）
◆佐藤　フミ様（十文字・越前）

◆斉藤　敬子様（平鹿・大橋）
〈リボンフラワー鉢植え 28鉢〉

◆植田小学校児童会様
　〈ベッドテーブル１台・入浴
サポートクッション２個〉

◆十文字第二小学校様
　〈お米５㎏・折り紙イラスト
プレゼント〉

◆浅舞小学校様
〈アレンジメントフラワー７点〉
◆十文字地域
　老人クラブ連合会女性部様

〈清拭タオル 195枚〉
◆大日向年弘様（雄物川・柏木）
◆小川　悦子様（十文字・新関）

◆柿崎　明子様（大森・昼川）
◆長谷山昌子様（大森・小詰沢）

◆高橋　壽子様（平鹿・伊勢堂）
〈紙オムツ４袋 ほか〉

◆藤倉　茂子様（十文字・栄町）
〈紙オムツ・肌着等９点（新品）〉
◆後藤　園子様（十文字・西上）

〈清拭タオル 100枚〉
◆大渡　正子様（福島県）

〈手編みの帽子 100枚〉
◆（宗）親奥院様

〈お菓子（節分用の豆）〉
◆㈱トヨタレンタリース秋田様
〈足踏み式消毒スタンド１台〉
◆東北聖書バプテスト
　　　十文字教会婦人会様

〈カレンダー〉
◆雄物川小学校様
〈車いす１台・花の鉢植え２鉢〉

寄付金など

物　品など ボランティア・協力団体など

雄物川小学校様より車いすを寄贈
いただきました

浅舞小学校様よりアレンジメントフラワーを
寄贈いただきました

十文字地域老人クラブ連合会女性部様より
清拭タオルを寄贈いただきました

老夫婦 よりそう絆 白寿まで 斉藤　良子 さん／十文字お茶の会 切っても切られぬ 老の友 斉藤　正子 さん／大雄



社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手福祉センター
増田福祉センター
平鹿福祉センター

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄物川福祉センター
大森福祉センター
十文字福祉センター

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858

山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑

TEL.53－3009
TEL.52－3311
TEL.38－7011

特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市自立相談支援窓口

TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

よこて社協だより ●発行●横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388
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地域の輝くふくし

８社協だより

社協の
事業所紹介 訪問介護事業所

そ
ん
な
時
、『
社
協
の
ヘ
ル
パ
ー
』を

ご
利
用
し
て
た
ん
せ

　私
た
ち
『
社
協
の
ヘ
ル
パ
ー
』
は
、
10
年
以
上
の

熟
練
者
が
９
割
を
占
め
て
い
る
の
で
、
培
っ
た
技
術

や
個
々
の
長
所
を
活
か
し
、
ご
利
用
者
が
住
み
慣
れ

た
ご
自
宅
で
『
安
心
・
安
全
』
に
過
ご
せ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　ま
た
、
ご
利
用
者
は
じ
め
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家

族
の
不
安
解
消
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
、
可
能
な
範

囲
で
早
朝
や
夜
間
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　「
大
好
き
な
お
風
呂
に
一
人
で
入
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
自
宅
で
入
浴
を
続

け
た
い
」「
退
院
し
て
く
る
家
族
の
オ
ム
ツ
交
換
を

一
人
で
で
き
る
か
心
配
」
な
ど
、
そ
ん
な
時
に
は
是

非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

家
族
へ
介
護
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　皆
様
か
ら
ご
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
ご
利
用
者
・
ご

家
族
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
是
非
『
社
協

の
ヘ
ル
パ
ー
』
を
ご
利
用

し
て
た
ん
せ
。

“人材育成に取り組み
働きやすい事業所”と
して認証されました

　雄物川小学校では「一日一歩 夢に向かって

明日を創ろう」を合言葉に活動を行っています。

　アルミ缶やプルタブ回収を行い、集まった

アルミを換金して介護施設へ車いすを贈呈す

る活動を毎年行っていますが、昨年度は休校

などもあった中、工夫しながら効率的に回収

を行い、デイサービスの雄風荘に車いすを届

けることができました。また、毎年行ってい

た赤い羽根共同募金の街頭募金活動も新型コ

ロナウイルスの影響で行うことができません

でしたが、校内での募金方法を工夫し、たく

さんの募金を集めることができました。

　地域のお一人暮らしの高齢者に元気を届け

ることを目的に、学校で頑張っていることや

夢など、たくさんの想いをつづった年賀状を

送る活動も行っています。中には元気をも

らったとお返事をくれる方もいます。

　地域と関わる活動のほか、将来の仕事につ

いて学ぶ「夢集会」や福祉体験の授業を行う

など、さまざまな機会で福祉の心を学んでい

る雄物川小学校。

　これからも、地域の一員として夢のある明

るい未来を創るために活動に取り組んでいき

ます。

環境ボランティア委員会と集まったアルミ缶

福祉教育活動推進校
雄物川小学校


